
岩
山
は
明
治
時
代
に
な
る
と
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
管
轄
は
大
分
県
に
移
　
　
②
　
湯
の
花
生
産
の
盛
況
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製
造
事
業
に
替
わ
っ
て
湯
の
花
製
造
事
業
が
発
展
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

--

ら
せ
嗣
子
保
彦
氏
が
そ
の
事
業
を
継
承
し
た
。

　
新
政
府
に
な
っ
て
徐
々
に
世
情
が
安
定
す

る
に
つ
れ
海
外
貿
易
の
道
が
開
か
れ
科
学
薬

品
な
ど
の
輸
入
が
年
々
増
加
し
た
。
そ
の
た

め
明
僣
製
造
事
業
も
経
営
が
成
り
立
た
な
く

な
り
、
つ
い
に
一
六
〇
〇
年
代
か
ら
続
け
ら

れ
て
い
た
事
業
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
所

ま
で
に
至
っ
た
。
明
僣
事
業
は
、
多
数
の
従

　
湯
の
花
生
産
の
は
じ
ま
り
は
、
明
欝
製
造
事
業
の
不
振
に
よ
る
失
業

対
策
と
し
て
明
欝
欝
土
に
「
湯
の
花
」
の
名
称
を
付
け
売
り
だ
し
た
の

が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
明
治
二
〇
年
代
に
は
湯
の
花
の
質
の
向
上
に

向
け
改
良
に
改
良
を
加
え
て
販
路
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　
明
治
三
四
年
に
協
同
組
合
が
、
同
三
七
年
に
は
「
湯
の
花
組
合
」
の

結
成
を
見
た
。
組
合
員
四
〇
名
に
よ
る
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

　
明
治
四
三
年
の
組
合
株
券
所
有
者
お
よ
び
採
集
面
積
坪
数
を
見
る
と
、

重
役
を
務
め
る
脇
屋
稲
雄
氏
が
湯
の
花
小
屋
面
積
を
八
〇
〇
坪
、
つ
い

で
岩
瀬
保
彦
氏
七
〇
〇
坪
、
草
牧
来
良
氏
三
〇
〇
坪
、
草
牧
福
治
氏
二

〇
〇
坪
、
草
牧
利
市
氏
二
〇
〇
坪
、
垣
根
呉
市
氏
二
〇
〇
坪
等
と
な
っ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
県
は
、
幕
末
に
森
藩
の
明
岩
山
の
山
奉
行
で
あ
っ

た
岩
瀬
謙
吾
氏
を
御
用
掛
と
し
て
明
岩
製
造
事
業
の
経
営
の
任
に
当
た

湯
の
花
小
屋
の
ひ
み
つ

別
府
大
学
短
期
大
学
部
厄
一
　
松

第
１
節
　
湯
の
花
生
産
の
あ
ゆ
み

(1)

　
明
治
維
新
を
む
か
え
て

幕
末
の
頃
に
天
領
で
あ
っ
た
野
田
村
明
岩
山
、
森
藩
領
の
朝
日
村
明

　
　
　
　
事
者
が
に
わ
か
に
失
業
の
憂
き
目
に
至
り
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
た
。

　
　
　
　
　
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
、
岩
瀬
保
彦
氏
は
、
そ
の
善
後
策
と
し

　
　
　
　
て
多
年
の
経
験
に
基
づ
い
て
明
欝
製
造
の
半
製
品
で
あ
る
明
欝
欝
土
の

栖
　
　
採
集
を
行
い
、
こ
れ
に
「
湯
の
花
」
と
い
う
名
称
を
付
し
薬
湯
用
（
人

　
　
　
　
浴
剤
）
と
し
て
京
阪
神
に
向
け
て
売
り
出
し
た
。
そ
れ
以
来
、
改
良
を

　
　
　
　
加
え
な
が
ら
販
路
を
広
げ
明
治
二
七
～
二
八
年
頃
に
は
、
京
阪
神
地
方

　
　
　
　
の
人
々
の
人
気
商
品
と
な
っ
て
湯
の
花
製
造
の
地
域
も
拡
大
し
て
い
っ

　
　
　
　
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
江
戸
時
代
に
国
内
で
最
も
盛
ん
で
あ
っ
た
明
欝



て
お
り
、
組
合
の
株
数
も
複
数
所
有
し
て
い
た
。
湯
山
地
区
か
ら
六
名
、

明
僣
地
区
か
ら
三
名
の
重
役
待
適
者
が
選
ば
れ
て
い
た
。
湯
の
花
組
合

の
持
ち
株
数
壮
、
総
計
四
〇
株
で
湯
の
花
小
屋
の
総
面
積
は
二
七
九
〇

坪
（
九
二
〇
七
平
方
メ
ー
ト
ル
）
以
上
と
な
っ
て
い
た
。

　
明
治
末
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
は
湯
の
花
生
産
は
、
安
定
的
に
推

移
し
た
。
大
正
一
五
年
の
湯
の
花
生
産
の
分
布
や
面
積
・
生
産
者
数
等

は
図
１
、
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。

表１　湯の花小屋の分布規模（大正15年）

＼ 場　所 小屋数 面　積
　　(�)

生産者数 生産者一人

　当小屋数

〃

明

鸞

牛舎の西

灰の木

脇屋付近

牛舎の上

桝屋の上

脇屋の前

加藤卓一

73

12

56

8

1

2

1

2540.73

　395.53

2216.94

　276.24

　34.40

　69.32

　35.14

６

４

３

３

１

１

１

12.2

　　3

18.7

　2.7

　　1

　　2

　　1

湯

山

冬　ケ　城

谷川付近

岩地獄

向　　畑

古　　敷

吉敷道

41

10

　3

　4

59

　2

1,751.51

　394.32

　86.91

　137.41

1904.68

　156.51

22

　2

　1

　3

19

　1

1.9

　5

　3

1.3

3.1

　2

計 - 272 9,937.95
延人数67
実人数45
共有２

６

明響・湯山地区湯の花小屋の分布（大正15年）

図１　湯の花小屋の分布
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即
　
戦
中
か
ら
戦
後
の
湯
の
花
づ
く
り

　
昭
和
一
〇
年
代
に
は
、
湯
の
花
の
生
産
地
は
明
鸞
・
満
山
・
銅
山
で

あ
っ
た
が
そ
の
位
置
は
別
府
市
の
中
心
地
か
ら
Ｉ
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
離
れ
た
場
所
で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
森
藩
の
速
見
郡
朝
日
村
大
字
鶴

見
お
よ
び
幕
府
頷
の
速
見
郡
御
越
町
大
字
野
田
に
属
し
て
い
て
行
政
的

に
は
異
な
っ
た
村
で
あ
っ
た
。
昭
和
一
〇
年
の
別
府
市
域
の
拡
大
に
よ
っ

て
共
に
別
府
市
に
編
入
さ
れ
た
。

　
昭
和
一
三
年
か
ら
二
二
年
ま
で
の
満
の
花
の
生
産
高
お
よ
び
生
産
者

数
は
、
昭
和
一
三
年
か
ら
ヱ
八
年
ま
で
の
間
は
生
産
高
も
ほ
ぼ
五
万
貫

を
維
持
し
て
い
る
が
以
後
は
減
少
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
生
産
者
数
に
し

て
も
昭
和
一
三
年
～
二
〇
年
ま
で
は
同
一
家
族
数
も
加
味
し
な
が
ら
ほ

ぼ
三
〇
名
か
ら
四
〇
名
を
維
持
し
て
い
る
が
戦
後
は
急
激
に
減
少
し
昭

和
二
二
年
に
は
僅
か
Ｉ
〇
名
程
に
減
少
し
た
。

　
湯
の
花
の
需
要
が
ほ
ぼ
壊
滅
の
状
況
と
な
っ
た
た
め
に
、
昭
和
二
四

年
に
「
湯
の
花
同
業
組
合
」
を
解
散
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
二
〇
年
代

後
半
に
僅
か
に
生
産
者
数
や
小
屋
数
の
回
復
は
見
た
も
の
の
経
営
面
か

ら
順
次
脱
落
し
て
い
き
、
僅
か
に
四
業
者
の
み
の
残
続
と
な
っ
た
。

　
昭
和
三
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
僅
か
に
四
業
者
で
十
数
棟
の
満
の

花
小
屋
で
入
浴
剤
と
し
て
生
産
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
徐
々
に
生
産

状
況
も
回
復
し
た
。
昭
和
三
三
年
の
生
産
高
八
七
〇
貫
、
生
産
額
万
一

二
万
円
が
、
昭
和
三
七
年
に
は
、
湯
の
花
小
屋
数
三
〇
軒
、
面
積
約
六

〇
〇
坪
、
生
産
高
万
一
〇
六
〇
貫
、
生
産
額
二
二
〇
万
円
と
回
復
の
兆

し
が
見
え
始
め
た
。
昭
和
六
〇
年
代
に
は
、
湯
山
地
区
九
棟
、
脇
屋
付

近
四
五
棟
、
岡
本
屋
周
辺
一
五
棟
の
計
六
九
棟
の
湯
の
花
小
屋
で
、
四

業
者
の
生
産
高
は
年
間
一
〇
〇
ト
ン
程
度
と
な
っ
た
。

第
２
節
　
湯
の
花
組
合
の
成
立

巾
　
湯
の
花
組
合
の
設
立

　
明
治
一
七
年
に
失
業
者
の
救
済
の
方
策
と
し
て
明
君
製
造
の
半
製
品

に
「
湯
の
花
」
と
い
う
名
称
を
つ
け
入
浴
剤
と
し
て
販
売
し
た
こ
と
が

予
想
以
上
の
業
績
を
上
げ
る
こ
と
と
な
り
漸
次
生
産
を
拡
大
す
る
こ
と

と
な
っ
た
こ
と
気
先
に
述
べ
て
き
た
。
し
か
し
、
生
産
者
の
増
加
に
と

も
な
い
粗
製
濫
造
乱
売
に
な
が
れ
て
別
府
名
産
「
湯
の
花
」
と
し
て
の

名
声
を
失
墜
す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
た
。

　
当
時
の
地
域
の
湯
の
花
製
造
の
仕
事
に
従
事
す
る
人
々
の
大
部
分
は

農
業
が
主
で
湯
の
花
の
製
造
は
副
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。
勢
い
そ

の
製
造
に
熱
中
す
る
こ
と
は
難
し
さ
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
上
、

商
取
引
の
駆
け
引
き
に
も
劣
る
こ
と
か
ら
も
っ
ぱ
ら
商
人
か
ら
利
益
も

搾
取
さ
れ
る
と
い
う
始
末
で
あ
っ
た
。
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こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
明
治
三
四
年
「
任
意
中
合
組
合
」
の
形
式
に

よ
り
共
同
組
合
組
織
の
成
立
を
見
た
。
し
か
し
、
実
情
は
単
に
不
正
競

争
の
取
り
締
ま
り
と
い
う
消
極
的
機
能
を
も
っ
に
過
ぎ
ず
、
個
々
の
生

産
者
・
企
業
者
の
自
由
競
争
は
放
任
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た

　
先
見
的
な
企
業
感
覚
を
持
っ
た
人
た
ち
は
、
各
企
業
者
を
強
制
的
に

加
入
さ
せ
、
徹
底
し
た
取
締
り
を
行
う
為
に
は
「
重
要
物
産
同
業
組
合
」

を
設
立
す
る
こ
と
が
よ
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
が
、
県
の
重
要
物
産
同

業
組
合
と
す
る
に
は
年
間
二
〇
万
円
以
上
の
売
上
高
が
な
い
と
そ
の
資

格
が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
制
限
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
明
治
三
七
年
に

任
意
中
合
組
合
と
し
て
経
営
す
る
こ
と
と
な
り
、
以
来
、
生
産
調
整
や

協
同
販
売
の
機
能
を
持
つ
機
関
と
し
て
湯
の
花
組
合
を
改
良
存
続
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

②
　
湯
の
花
組
合
の
組
織
お
よ
び
業
務
分
担

　
湯
の
花
組
合
の
組
織
・
業
務
分
担
は
下
図
の
通
り
で
あ
る
。

　
組
合
の
予
算
・
決
算
等
の
決
定
は
、
年
一
回
開
催
さ
れ
る
総
会
の
議

決
に
よ
っ
て
執
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
生
産
計
画
・
事
業

計
画
等
は
、
毎
月
開
催
さ
れ
る
評
議
員
（
業
務
執
行
者
・
重
役
）
八
名

と
組
合
長
に
よ
っ
て
立
案
・
執
行
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
事
務
執
行
・

倉
庫
管
理
・
販
売
管
理
等
は
組
合
長
の
管
轄
の
も
と
組
合
事
務
所
で
全

て
業
務
分
担
さ
れ
て
い
た
。
組
合
長
は
、
評
議
員
の
互
選
に
よ
り
任
期

は
三
年
、
評
議
委
員
（
業
務
執
行
者
）
は
総
計
一
〇
名
で
異
動
な
し
で

あ
っ
た
。

総　　　　　　会

予算・決算決定

　　　　　　組合事務所

　(事務執務・倉庫・販売管理)

・販路拡大業務　　・歩合差引事務

・生産品支払事務　・荷造発送事務

・預金積立事務　　・予算決算事務

・粘土代差引事務

組合長（１名）

互
　
選

業務執行者（８名）

（生産計画・事業計画）

生産品搬入

株券所有者に限る

個人上地所有者

小作料支払所有者

組合員（40名）

製品生産

組合長は業務執行者による互選で任期は３年。

業務執行者（重役という）は湯山地区６名、明欝地区４名で異動なし。
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③
　
鉱
泉
華
採
集
装
置
特
許
権

　
湯
の
花
組
合
員
は
、
組
合
之
証
と
い
う
上
地
利
用
の
権
利
と
し
て

「
鉱
泉
華
採
収
装
置
特
許
権
」
と
い
う
「
地
券
」
を
有
す
る
も
の
の
み

が
湯
の
花
の
製
造
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
湯
の
花
を
製
造
す
る
に
は

土
地
の
大
小
を
問
わ
ず
一
つ
一
つ
に
地
券
が
準
備
さ
れ
そ
れ
に
よ
っ
て

湯
の
花
が
生
産
で
き
た
。

　
地
券
に
は
次
の
写
し
の
よ
う
に
特
許
装
置
の
場
所
が
「
第
○
○
号
、

○
○
町
（
村
）
字
○
○
○
番
地
、
○
坪
○
合
○
勺
」
と
詳
細
に
記
入
さ

れ
、
「
加
入
者
○
○
○
○
殿
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
結
び
は
、
「
右
は
明
治
四
十
年
十
一
月
二
六
日
付
け
の
契
約
に
対
す

る
岩
瀬
保
彦
の
持
ち
分
に
組
合
た
る
事
を
証
す
」
と
な
っ
て
お
り
特
許

証
代
表
者
（
組
合
長
）
以
下
組
合
執
行
者
八
名
が
名
を
連
ね
捺
印
し
て

い
る
。

　
裏
面
に
は
、

　
『
コ
ノ
土
地
ヲ
売
買
譲
与
ソ
ノ
他
ノ
場
合
二
於
テ
名
換
セ
ン
ト
欲
ス
ル

者
八
木
組
合
ノ
規
定
二
櫨
り
相
当
ノ
手
続
ヲ
ナ
ス
ベ
シ
当
組
合
検
査
ノ

上
権
義
ノ
転
換
ヲ
証
ス
』

と
な
っ
て
お
り
、
年
月
日
、
売
譲
渡
し
人
記
名
調
印
、
買
譲
受
人
名
調

印
、
業
務
執
行
者
記
名
調
印
の
記
入
欄
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
上
地
の

売
買
譲
渡
等
に
つ
い
て
も
厳
し
く
制
約
を
求
め
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

　
上
記
の
よ
う
に
湯
の
花
小
屋
を
造
る
場
所
、
上
地
の
貸
借
、
売
買
譲

与
が
湯
の
花
組
合
の
管
轄
の
も
と
に
置
か
れ
、
あ
わ
せ
て
個
人
相
互
の

借
地
借
用
契
約
書
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
る
と
い
う
独
占
的
な
生
産
管
理

が
徹
底
さ
れ
ユ
い
た
模
様
で
あ
る
。

第
２
節
　
伝
統
技
術
を
生
か
し
た
湯
の
花
小
屋

　
今
日
で
は
湯
の
花
小
屋
の
床
つ
く
り
、
小
凰
づ
く
り
、
青
粘
土
い
れ
、

噴
気
の
取
り
入
れ
、
湯
の
花
の
採
取
の
手
順
で
作
業
を
す
る
が
い
ず
れ

の
作
業
も
伝
統
的
な
手
法
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

巾
　
湯
の
花
小
屋
の
「
床
」
づ
く
り
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湯
の
花
づ
く
り
を
す
る
に
は
湯
の
花
小
屋
の
「
床
つ
く
り
」
が
第
１
　
　
⑤
　
小
石
と
小
石
の
開
を
高
温
の
噴
気
が
通
る
の
で
硫
気
溝
が
っ
ぶ
れ

段
階
の
作
業
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
よ
う
に
す
る
。

①
　
地
面
全
体
に
地
熱
や
噴
気
が
得
ら
れ
る
平
坦
な
場
所
を
選
び
、
地
　
　
⑥
　
小
石
の
土
に
青
粘
土
の
使
用
済
み
の
表
土
を
ま
ん
べ
ん
な
く
し
き

面
全
体
が
平
に
な
る
よ
う
に
路
面
整
備
を
行
う
。

②
　
湯
の
花
小
屋
を
設
置
す
る
場
所
は
、

　
地
中
五
ｍ
ほ
ど
の
深
さ
で
五
〇
～
七
五

　
で
程
度
の
地
熱
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
必

　
要
で
あ
る
。

③
　
噴
気
の
取
り
入
れ
口
や
取
り
出
し
口

　
お
よ
び
土
地
の
形
状
が
定
ま
る
と
土
地

　
の
形
状
に
合
わ
せ
て
小
屋
の
大
き
さ
や

　
小
屋
の
向
き
が
決
ま
る
。

　
　
土
地
に
合
わ
せ
て
幹
線
と
な
る
硫
気

　
溝
の
位
置
や
方
向
や
数
が
決
め
ら
れ
る
。

　
小
石
の
す
き
間
を
通
り
抜
け
る
噴
気

　
（
蒸
気
）
が
小
屋
内
部
に
行
き
わ
た
る
よ

　
う
に
す
る
。

④
　
床
全
体
に
小
石
を
敷
き
詰
め
地
中
を

　
噴
気
が
ま
ん
べ
ん
な
く
通
る
よ
う
に
小

　
石
を
並
べ
る
。

　
つ
め
る
。

②
　
わ
ら
ぶ
き
小
屋
つ
く
り

　
湯
の
花
小
屋
の
床
が
で
き
た
後
、
藁
葺
き
小
屋
造
り
が
第
２
段
階
の

作
業
で
あ
る
。

図２〈湯の花小屋のしくみモデル図〉

　　　　　　　　　　〈湯の花小屋の断面図〉

硫気溝硫気溝　　　硫気溝　　硫気溝

く湯の花小屋の蒸気（硫黄）の通り道の平面図〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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①
　
小
屋
の
屋
根
を
支
え
る
柱
台
石
を
小
屋
の
向
き
や
大
き
さ
に
合
わ

　
せ
、
Ｔ
不
二
○
個
く
ら
い
並
べ
る
。
基
本
的
に
は
左
右
対
称
に
柱

　
組
が
し
易
い
よ
う
に
偶
数
個
の
柱
台
石
を
並
べ
る
こ
と
に
な
る
。

②
　
柱
石
の
上
に
ハ
の
字
が
た
に
組
み
合
わ
せ
た
柱
（
丸
太
）
組
を
ほ

　
ぼ
左
右
対
称
に
作
る
。

③
　
二
本
ず
つ
の
柱
組
み
が
準
備
で
き
た
ら
、

　
順
次
柱
台
石
の
上
に
建
て
て
柱
組
と
柱
組

　
の
間
に
垂
木
（
木
と
竹
）
を
上
下
、
左
右

　
に
組
み
合
わ
せ
縄
で
（
近
年
は
ビ
ニ
ー
ル

　
紐
や
荷
物
梱
包
用
の
紐
）
く
く
り
固
定
し

　
て
い
く
。

④
　
木
や
竹
で
組
み
込
ま
れ
た
垂
木
組
は
大

　
変
美
し
い
幾
何
学
模
様
を
呈
し
、

　
木
と
竹
の
特
つ
特
性
を
如
何
な
く

　
生
か
し
た
芸
術
品
を
思
わ
せ
る
も

　
の
と
な
っ
て
い
る
。

⑤
　
小
屋
の
表
面
に
敷
き
詰
め
た
茅

　
と
藁
を
横
向
き
の
竹
で
押
さ
え
、

　
紐
で
固
定
し
て
い
く
。

⑥
　
小
屋
の
作
り
方
は
素
朴
な
方
法

　
で
あ
る
が
、
温
度
や
湿
度
の
調
整
が
し
や
す
く
し
か
も
合
理
的
に
組

　
み
立
て
ら
れ
て
お
り
、
先
輩
か
ら
後
輩
へ
と
伝
授
さ
れ
て
行
く
技
術

　
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

③
　
湯
の
花
小
屋
に
青
粘
土
（
ぎ
ち
）
い
れ

　
湯
の
花
の
小
屋
が
で
き
た
後
、
特
殊
な
成

分
を
含
む
青
粘
土
を
小
屋
の
中
に
運
び
込
む

の
が
第
３
段
階
の
仕
事
で
あ
る
。

①
　
床
部
分
の
小
石
を
敷
き
詰
め
た
硫
気
溝

　
の
上
に
土
を
Ｉ
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
広
げ
、
厚

　
さ
と
硬
さ
が
平
均
化
す
る
よ
う
に
地
面
を

　
た
た
き
固
め
た
後
、
青
粘
土
を
Ｉ
〇
ｍ
～

　
一
五
四
の
厚
さ
に
均
等
に
ひ
ろ
げ
固
め
る
。

②
　
青
粘
度
μ
表
土
や
石
を
取
り
除
き
、
青

　
粘
土
の
み
を
集
め
小
屋
の
近
く
ま
で
運
び

　
込
む
。

③
　
小
屋
の
中
へ
の
運
び
込
み
は
、
せ
い
ぜ

　
い
一
輔
車
を
使
う
程
度
で
大
部
分
は
人
力

　
で
あ
る
た
め
に
重
労
働
で
あ
る
。
青
粘
土

　
は
、
明
欝
（
脇
屋
付
近
・
銅
山
）
、
湯
山

　
（
コ
シ
キ
・
谷
）
、
塚
原
（
ガ
ラ
ン
岳
ふ
も
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(4)

と
塚
原
温
泉
場
）
地
区
で
採
集
で
き
る
が
特
殊
な
粘
土
で
あ
る
か
ら
　
　
　
新
し
い
小
屋
づ
く
り
を
し
た
り
青
粘
土
の
入
れ
替
え
を
し
た
り
し
た

埋
蔵
量
も
限
ら
れ
原
料
不
足
の
危
機
に
も
遭
遇
し
て
い
る
と
い
わ
れ
　
　
後
、
湯
の
花
が
で
き
る
の
を
待
つ
の
で
あ
る
が
、
早
い
場
合
で
お
よ
そ

て
い
る
。
‘

　
噴
気
の
取
り
入
れ

湯
の
花
小
屋
の
床
作
り
、
わ
ら
葺
き
の
小
屋
作
り
、
青
粘
土
の
敷
き

詰
め
が
終
わ
る
と
噴
気
を
引
き
入
れ
る
の
が

第
４
段
階
の
仕
事
で
あ
る
。

①
　
場
の
花
小
屋
の
設
置
場
所
に
地
熱
が
十

　
分
有
り
、
小
屋
の
床
全
体
が
平
均
化
し
た

　
地
熱
に
よ
っ
て
場
の
花
の
生
成
が
で
き
る

　
場
合
と
外
か
ら
噴
気
を
引
き
入
れ
る
場
合

　
と
が
あ
る
。
噴
気
が
床
全
体
に
行
き
届
く

　
よ
う
に
噴
気
量
の
調
節
を
す
る
。

②
　
噴
気
の
取
り
入
れ
口
と
噴
気
の
出
□
は
勾
配
が
つ
け
ら
れ
て
お
り

　
噴
気
の
量
を
調
整
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
さ
じ
加
減
は
長

　
年
の
経
験
に
基
づ
い
て
、
小
屋
の
中
の
温
度
と
湿
度
を
調
節
す
る
。

③
　
お
よ
そ
∵
刀
月
間
様
子
を
観
察
し
な
が
ら
噴
気
量
・
温
度
調
節
を

　
す
る
。

第
３
節
　
湯
の
花
の
採
取
・
集
荷
・
販
売

三
〇
日
、
遅
い
場
合
は
六
〇
～
七
〇
日
程
も
か
か
り
採
取
す
る
こ
と
に

な
る
。

①
　
霜
柱
に
も
似
た
湯
の
花
の
結
晶
が
Ｉ
〇

　
皿
～
五
〇
皿
に
成
長
す
る
の
を
一
ケ
月
程

　
度
ま
っ
て
場
の
花
と
し
て
採
取
の
運
び
と

　
な
る
。

②
　
場
の
花
の
採
取
は
地
表
面
に
密
集
し
て

　
生
成
し
た
湯
の
花
の
結
晶
を
根
元
か
ら
コ

　
テ
で
丁
寧
に
か
き
集
め
、
順
次
数
カ
所
に

　
集
め
る
。
さ
ら
に
、
か
ま
す
に
い
れ
集
荷

　
場
所
に
移
送
す
る
。

③
　
集
荷
場
所
で
は
、
赤
・
黄
色
・
白
の
湯
の
花
に
大
別
し
て
集
め
る
。

④
　
集
め
ら
れ
た
湯
の
花
は
販
売
や
用
途
目
的
に
よ
っ
て
袋
や
パ
。
ク

　
詰
め
な
ど
に
よ
り
、
商
品
と
し
て
出
荷
販
売
を
行
う
運
び
と
な
る
。

第
４
節
　
湯
の
花
つ
く
り
の
ひ
み
つ

(1)

湯
の
花
作
り
の
作
業
工
程
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明
僣
製
造
に
端
を
発
す
る
湯
の
花
つ
く
り
は
、
昔
か
ら
の
伝
統
が
受
　
　
③
　
温
度
と
湿
度
と
の
調
和
を
図
る
小
屋
作
り
に
ひ
み
つ
が
あ
る
。
こ

け
継
が
れ
そ
の
製
法
に
は
幾
つ
か
の
ひ
み
つ
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
　
　
　
の
地
独
特
の
建
築
方
法
に
よ
る
わ
ら
ぶ
き
小
屋
は
、
春
秋
を
問
わ
ず

湯
の
花
小
屋
を
つ
く
る
場
所
の
選
定
、
硫
気
溝
を
配
置
す
る
床
作
り
、
　
　
　
風
雨
を
防
ぎ
し
か
も
室
内
の
温
度
や
湿
度
を
調
整
す
る
の
に
都
合
が

茅
や
藁
で
つ
く
る
小
屋
作
り
な
ど
ど
れ
を
取
り
上
げ
て
も
一
つ
一
つ
に
　
　
　
よ
い
。
冬
は
暖
か
く
夏
は
涼
し
い
の
た
と
え
が
あ
る
よ
う
に
茅
や
藁

長
年
か
か
っ
て
生
み
出
し
て
き
た
ひ
み
つ
が
内
包
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
で
覆
わ
れ
た
湯
の
花
小
屋
は
湯
の
花
作
り
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き

①
　
噴
気
の
取
り
入
れ
口
と
取
り
出
し
口
に
は
わ
ず
か
数
セ
ン
チ
程
度
　
　
　
な
い
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　
の
高
低
差
が
あ
る
。
噴
気
は
低
い
と
こ
ろ
か
ら
高
い
と
こ
ろ
に
向
け
　
　
④
　
特
殊
な
成
分
を
含
む
青
粘
土
の
選
び
方
や
粘
土
の
管
理
も
重
要
な

　
て
通
過
し
て
い
く
が
、
逆
に
高
い
と
こ
ろ
か
ら
低
い
と
こ
ろ
に
は
通
　
　
　
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
も
の
で
湯
の
花
づ
く
り
の
ひ
み
つ
で
あ
る
。
青
粘

　
り
に
く
く
、
途
中
で
蒸
気
が
窒
息
し
て
し
ま
い
床
全
体
に
噴
気
が
巡
　
　
　
上
の
取
れ
る
場
所
と
硫
気
の
質
に
よ
っ
て
で
き
る
湯
の
花
に
違
い
が

　
回
し
な
い
。
ま
た
、
高
低
差
が
大
き
い
と
蒸
気
は
硫
気
溝
を
す
ば
や
　
　
　
生
じ
る
。
鉄
分
が
多
い
と
さ
れ
て
い
る
湯
山
の
粘
土
は
赤
い
湯
の
花

　
く
通
り
抜
け
て
し
ま
い
、
支
線
溝
を
通
り
末
端
ま
で
到
達
し
な
い
た
　
　
　
が
多
く
、
鉄
分
が
少
な
い
と
さ
れ
る
明
欝
の
青
粘
土
は
黄
色
の
湯
の

’
め
、
床
全
体
の
中
に
蒸
気
が
留
ま
る
こ
と
な
く
出
口
か
ら
放
出
さ
れ
　
　
　
花
が
で
き
る
。

　
て
し
ま
う
。
床
の
中
に
ほ
ん
の
僅
か
で
も
蒸
気
が
取
り
出
し
口
に
抜
　
　
⑤
　
湯
の
花
訃
屋
の
中
に
引
き
込
む
硫
気
量
の
制
御
方
法
や
湯
の
花
の

　
け
出
し
て
い
れ
ば
途
中
で
窒
息
す
る
こ
と
は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
採
取
の
時
期
な
ど
が
湯
の
花
生
産
の
ひ
み
つ
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と

②
　
小
屋
の
内
部
の
構
造
で
、
硫
気
溝
の
設
け
方
や
小
石
の
敷
き
つ
め
　
　
　
な
る
。
硫
気
量
を
多
く
し
温
度
を
高
く
す
る
と
地
表
面
に
密
集
し
て

　
方
も
、
噴
気
が
小
屋
の
床
全
体
に
ま
ん
べ
ん
な
く
行
き
渡
る
か
ど
う
　
　
　
で
き
る
湯
の
花
の
結
晶
に
斑
が
で
き
る
。
成
長
の
速
度
は
や
や
速
め

　
か
を
左
右
す
る
こ
と
に
な
る
。
小
石
と
小
石
で
囲
ま
れ
、
そ
の
隙
間
　
　
　
で
あ
る
が
其
の
分
だ
け
採
取
の
回
数
が
少
な
く
な
り
湯
の
花
が
取
れ

　
を
通
り
抜
け
て
い
く
通
り
道
が
常
に
開
か
れ
て
い
る
こ
と
が
大
事
で
、
　
　
　
な
く
な
る
。
ま
た
、
硫
気
量
が
少
な
い
と
湯
の
花
の
結
晶
の
で
き
る

　
上
が
落
ち
込
ん
だ
り
小
石
が
倒
れ
た
り
す
る
と
蒸
気
の
流
れ
が
う
ま
　
　
　
速
度
が
の
ろ
く
な
り
生
産
量
が
落
ち
る
。
こ
れ
ら
の
ひ
み
つ
は
、
限

　
く
い
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
れ
た
湯
の
花
生
産
に
携
わ
る
人
の
み
が
経
験
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、
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先
輩
か
ら
直
伝
さ
れ
る
事
と
重
ね
合
わ
せ
て
感
得
す
る
貴
重
な
ひ
み

つ
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
青
粘
土
の
地
表
面
に
近

い
面
は
、
徐
々
に
蒸
発
し
乾
燥
す
る
の
で

⑥
　
湯
の
花
小
屋
の
左
右
に
開
け
ら
れ
て
い
る
出
入
り
口
の
上
に
空
け
　
　
青
粘
土
の
細
隙
を
通
し
て
毛
管
現
象
に
よ
っ

　
ら
れ
た
三
角
形
の
窓
は
小
屋
全
体
の
温
度
と
湿
度
の
調
整
に
重
要
な

　
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
小
屋
を
設
計
す
る
と
き
に
出
入
り
口

　
の
向
き
は
ね
じ
れ
る
形
に
作
ら
れ
て
お
り
、
直
線
状
に
は
出
入
り
口

　
は
開
か
れ
て
い
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
そ
れ
は
小
屋
の
中
を
通
り

　
抜
け
て
い
く
空
気
が
直
線
的
に
通
り
抜
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
工

　
夫
さ
れ
て
い
る
。

②
　
湯
の
花
生
成
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　
湯
の
花
の
生
成
の
発
端
は
、
明
器
製
造
の
方
法
が
多
く
の
部
分
で
生

か
さ
れ
た
。
明
器
製
造
の
過
程
で
生
じ
た
明
欝
欝
土
と
湯
の
花
生
成
の

過
程
と
が
同
じ
で
あ
り
、
明
器
製
造
の
半
製
品
が
湯
の
花
で
あ
っ
た
。

そ
の
過
程
の
科
学
的
な
背
景
は
京
都
大
学
の
瀬
野
錦
・
古
川
恭
三
・
由

佐
悠
紀
氏
ら
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
て
お
り
、
要
約
す
る
と
お
よ
そ
次
の

通
り
で
あ
る
。

　
噴
気
（
硫
気
ガ
ス
）
に
含
ま
れ
て
い
る
硫
化
水
素
と
二
酸
化
硫
黄
は
、

酸
素
の
供
給
の
し
方
に
よ
っ
て
過
酸
化
硫
黄
と
な
る
。
鉄
や
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
を
含
ん
で
い
る
青
粘
土
の
硫
気
溝
部
分
に
近
い
面
は
、
少
し
ず
つ

冷
却
で
水
滴
を
生
じ
過
酸
化
イ
オ
ウ
が
解
け
出
し
て
硫
酸
に
な
る
。

て
硫
酸
溶
液
は
上
昇
し
て
い
く
。
そ
の
上

昇
の
途
中
で
硫
酸
は
青
粘
土
中
の
鉄
、
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
溶
出
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
生
成
さ
れ
た
硫
酸
鉄
、

硫
酸
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
溶
液
が
青
粘
土
の

地
表
面
に
近
い
部
分
に
浸
出
す
る
と
、
ゆ
る
や
か
な
蒸
発
に
よ
っ
て
、

赤
・
黄
・
白
色
の
針
状
の
結
晶
（
霜
柱
状
）
が
湯
の
花
（
ハ
ロ
ト
リ
カ

イ
ト
と
ア
ル
ノ
ー
ゲ
ン
の
混
合
物
）
と
し
て
、
粘
上
上
に
密
生
す
る
。

③
　
湯
の
花
採
取
の
サ
イ
ク
ル

　
湯
の
花
は
、
一
度
青
粘
土
を
い
れ
る
と
採
取
す
る
ま
で
の
日
数
や
取

れ
高
に
多
少
の
違
い
は
あ
る
が
、
五
回
か
ら
六
回
採
取
で
き
、
生
成
す

る
湯
の
花
は
次
第
に
ア
ル
ノ
ー
ゲ
ン
の
多
い
物
質
に
変
わ
っ
て
い
く
。

湯
の
花
の
結
晶
が
と
れ
た
後
の
粘
土
は
、
徐
々
に
二
酸
化
ケ
イ
素
の
組

成
比
が
大
き
い
白
っ
ぽ
い
物
質
と
な
っ
て
い
き
、
つ
い
に
は
湯
の
花
小

屋
か
ら
取
り
出
し
廃
棄
さ
れ
る
。

㈲
　
湯
の
花
小
屋
の
温
度
・
湿
度

湯
の
花
小
屋
に
は
出
入
り
口
の
ニ
カ
所
に
三
角
形
の
通
気
口
を
設
け
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図３　湯の花の成長と採取状況

て
い
て
、
小
屋
の
中
の
温
度
や
湿
度
を
調
節
す
る
の
も
大
切
な
仕
事
で

あ
る
。

①
　
湯
の
花
小
屋
の
温
度
や
湿
度
の
調
整
は
、
外
気
温
に
よ
っ
て
小
屋

　
の
噴
気
量
を
硫
気
溝
の
取
り
入
れ
口
で
行
う
。
小
屋
の
温
度
が
高
温

　
に
な
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
取
り
入
れ
口
で
噴
気
量
を
制
御
す
る
場
合

　
と
低
温
に
な
っ
た
と
き
に
温
度
を
上
げ
る
よ
う
に
調
整
す
る
場
合
と

　
が
あ
る
。

図４　気温と湿度の変化
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②
　
小
屋
の
中
の
温
度
は
、
噴
気
の
取
り
入
れ
口
と
の
か
か
わ
り
で
調

　
節
さ
れ
る
。
高
温
に
な
り
す
ぎ
れ
ば
取
り
入
れ
口
を
閉
め
、
低
温
に

　
な
れ
ば
開
く
Ｊ
ま
た
、
・
温
度
と
湿
度
と
の
か
か
わ
り
で
湿
度
が
異
常

　
に
土
下
し
た
時
に
も
調
節
す
る
こ
と
に
な
る
。

③
　
小
屋
の
出
口
反
び
入
り
口
の
上
に
設
け
た
三
角
形
の
通
気
口
は
、

　
小
屋
の
中
の
温
度
お
よ
び
湿
度
を
調
整
す
る
の
に
使
わ
れ
る
。
外
気

　
温
や
湿
度
と
小
屋
の
中
の
温
度
と
湿
度
と
を
通
気
口
の
開
放
の
程
度

　
で
調
整
す
る
。
夏
は
平
均
的
に
大
き
く
開
か
れ
る
が
冬
は
閉
ざ
し
て

　
温
度
の
低
下
を
防
御
し
て
い
る
。
ま
た
、
出
入
り
口
の
大
き
な
扉
は

　
青
粘
土
の
搬
入
や
採
取
し
た
湯
の
花
を
搬
出
す
る
出
入
り
口
で
も
あ

　
り
開
閉
が
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
。

　
湯
の
花
小
屋
の
外
は
温
度
と
湿
度
が
と
も
に
変
化
が
大
き
い
の
に
対

し
て
、
小
屋
の
内
は
温
度
と
湿
度
の
変
化
が
と
も
に
ゆ
る
や
か
で
し
か

も
そ
の
差
は
少
な
い
。

　
二
つ
の
通
気
口
を
の
ぞ
く
と
茅
や
藁
で
小
屋
全
体
が
覆
わ
れ
て
い
る

た
め
に
温
度
や
湿
度
の
変
化
が
小
幅
で
ゆ
る
や
か
に
な
る
よ
う
に
調
整

さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
、
湯
の
花
小
屋
が
茅
と
藁

に
よ
っ
て
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
小
屋
の
中
に
水
分
が
異
常
に
こ
も
る

こ
と
も
な
く
自
然
に
し
か
も
緩
や
か
に
小
屋
の
外
に
放
出
さ
れ
る
こ
と

が
大
き
な
効
果
を
生
み
出
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

㈲
　
戦
後
の
湯
の
花
の
生
産

　
戦
争
中
は
全
く
の
不
振
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
、
社
会
の
安
定
と
と
も

に
回
復
し
た
。
近
年
の
温
泉
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
湯
の
花
の
需
要
は
入
浴

剤
の
需
要
の
増
大
に
よ
っ
て
、
復
興
し
四
業
者
で
年
間
一
〇
〇
ト
ン
あ

ま
り
生
産
さ
れ
て
い
る
。
生
産
さ
れ
た
湯
の
花
は
、
観
光
土
産
品
と
し

て
販
売
さ
れ
、
市
内
販
売
店
を
中
心
に
県
外
へ
も
出
荷
さ
れ
て
い
る
。

　
湯
の
花
の
生
産
は
、
全
体
と
し
て
は
大
正
か
ら
昭
和
一
〇
年
代
に
か

け
て
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
今
日
は
旺
時
の
状
況
は
み
ら
れ
な
い
が
明
僣

地
区
と
湯
山
地
区
で
別
図
の
よ
う
に
湯
の
花
小
屋
が
分
布
し
て
い
る
。

㈲
　
湯
の
花
の
用
途

　
今
日
の
湯
の
花
の
活
用
法
の
主
流
は
入
浴
剤
で
あ
る
。
明
治
か
ら
大

正
・
昭
和
初
頭
に
か
け
て
は
湯
の
花
で
入
浴
者
が
温
泉
気
分
を
味
い
湯

治
の
一
つ
の
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
た
。
戦
後
も
湯
の
花
は
入
浴
剤

の
王
者
と
し
て
重
宝
さ
れ
、
そ
の
効
果
も
数
多
く
立
証
さ
れ
て
き
た
。

　
平
成
の
今
日
で
は
お
よ
そ
一
八
〇
種
類
の
入
浴
剤
が
市
販
さ
れ
て
お

り
効
用
も
多
種
多
様
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
社
会
変
化
の
ニ
ー

ズ
に
こ
た
え
る
も
の
と
し
て
特
徴
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
時
代
の
流
行
に
あ
わ
せ
て
、
ハ
’
‐
‐
ブ
・
緑
茶
・
ゆ
ず
・
ミ
カ
ン
・
び

わ
・
シ
ョ
ウ
ガ
・
檜
・
豆
腐
・
牛
乳
・
に
が
り
・
唐
辛
子
・
木
炭
い
り

な
ど
夥
し
い
数
に
上
っ
て
い
る
。
そ
の
効
用
に
つ
い
て
も
身
体
を
温
め

-
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図５　湯の花小屋分布図（平成18年８月）た
り
色
や
香
り
を
楽
し
ん
だ
り
、
美
肌
効
果
作
用
、
発
汗
作
用
、
血
行

促
進
な
ど
の
プ
ラ
ス
作
用
が
好
ま
れ
て
い
る
。
又
、
お
ま
け
付
き
入
浴

剤
と
し
て
水
戸
黄
門
、
黄
金
の
湯
、
お
み
く
じ
の
出
て
く
る
も
の
、
昭

和
思
い
出
の
歌
謡
曲
Ｃ
Ｄ
つ
き
な
ど
も
あ
る
。
ま
た
、
全
身
パ
。
ク
す

る
こ
と
で
美
肌
作
り
の
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る
温
泉
泥
に
よ
る
も
の
も

あ
る
。

閉
　
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

　
昭
和
四
三
年
湯
の
花
の
採
乗
法
が
「
別
府
市
指
定
無
形
文
化
財
」
に

な
っ
た
。
明
欝
温
泉
で
、
藩
政
時
代
よ
り
自
然
噴
気
を
利
用
し
た
ミ
ョ

ウ
バ
ン
製
造
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
当
時
の
方
法
が
今
も
そ
の
ま
ま
続

け
ら
れ
て
い
る
の
が
ミ
ョ
ウ
バ
ン
温
泉
の
湯
の
花
採
叙
法
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
古
来
か
ら
の
技
術
が
現
在
に
生
き
る
湯
の
花
採
乗
法
は
こ
の

地
以
外
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
別
府
市
で
無
形
文

化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
た
。

　
別
府
市
の
指
定
か
ら
ほ
ぼ
四
〇
年
、
明
治
一
七
年
の
湯
の
花
づ
く
り

開
始
か
ら
て
Ｉ
〇
年
経
過
し
た
平
成
一
八
年
三
月
一
五
日
、
「
別
府
市

明
僣
温
泉
の
湯
の
花
製
造
技
術
」
が
国
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た
。
民
俗
文
化
財
の
ジ
ャ
ン
ル
は
今
年
度
か
ら
新
た
に
設
け
ら
れ
た

も
の
で
全
国
で
わ
ず
か
三
件
、
九
州
管
内
で
は
本
件
だ
け
で
あ
る
。

　
今
日
に
於
い
て
は
、
明
暑
地
区
と
湯
山
地
区
と
て
湯
の
花
の
生
産
活

動
が
続
け
ら
れ
て
い
る
が
、
経
済
的
な
採
算
の
こ
と
や
青
粘
土
の
原
材

料
不
足
、
湯
の
屁
小
屋
の
建
て
替
え
、
あ
る
い
は
湯
の
花
自
体
の
需
要

と
の
か
か
わ
り
で
な
お
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

　
湯
の
花
の
製
造
技
術
は
も
ち
ろ
ん
明
鸞
温
泉
や
そ
の
周
辺
に
広
が
る

自
然
景
観
や
人
々
の
暮
し
な
ど
貴
重
な
自
然
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
こ
と
に

注
目
し
た
い
。
今
回
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
き
っ
か
け
に

地
域
の
人
々
が
一
体
と
な
っ
て
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

-
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